
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自作教材展 
 日頃の授業の中で使用している自作の教材の展示も行います。ぜひご覧ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 相模原支援学校 

夏 季 公 開 研 修 会  

＜午前の部＞ 知的障害教育におけるよりよい授業づくり 

講師 村井 敬太郎 （日本体育大学 体育学部 特別支援教育研究室 准教授） 

＜午後の部＞ ことばとコミュニケーションの発達 

講師 小澤 芳則 （相模原支援学校 自立活動教諭 言語聴覚士） 

※児童・生徒用の控室のご用意及びお預かりはできません。 

※講演会場の定員数を５０名としています。申込締切日は７月 21 日（金）です。参加希望者が定員を

上回る場合は、先着順とさせていただきますことをご了承ください。参加いただけない方のみに後日

ご連絡いたします。 

※悪天候や感染症の状況等により、中止となる場合もありますことをご了承ください。 

 中止の場合には本校ホームページにてお知らせいたします。 

申込み 

方法 

FAX申込書にご記入頂き、お送りください。 

申込締切日：７月 21日（金） 

 

お問合せ 
学習支援グループ 研究研修班 黄木 

０４２－７７８－０９５２（直通）   
アクセス 

原当麻駅（相模線）から徒歩 7 分 

駐車場のご用意はありません。 

公共交通機関をご利用ください。 

 

学校では、授業を中心に先生や友達とのかかわりの中で多くのことを学びます。日々成長する子どもを見る

と、多くの先生が「より良い授業をしたい」「授業づくりがもっとうまくなりたい」と考えるのではないでし

ょうか。子どもは学ぶことが大好きですし、もっと多くのことを知りたい、経験したいと思っています。 

授業づくりは先生方それぞれの価値観や授業観があって一義に考えることは難しいですが、公開研修会で

は、具体例を通して授業のブラッシュアップを一緒に考える機会になればと思います。 

 

あなたはどうやってことばを覚えましたか？ 動詞の活用形を丸暗記したから、とは違う気がしますよね。

なのに、ちょっとした間違いがあると、何かヘンだってすぐに分かる。今回は、子どものことばの発達とはど

んなものなのか、みなさんと一緒に見ていきます。子どもの発達の現在地を把握し、目的地（目標）までの道

のりをたどってみましょう。あわせて、ことばのもう一つの側面である発音の指導についても、具体例を交え

てご紹介します。 

７月2８日（金）

（木） 

午前の部  ９:30～11:30（受付 9：00～）  

午後の部 13:30～15:00（受付 13：00～） 
会場：本校 食堂 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参加するすべての講座に参加者の氏名をお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FAX 夏季公開研修会 申込書 

所属機関名（学校名など）  

電話番号  

 

日時 内容 参加者氏名 

７/2８

（金） 

午前の部 

９：30 

知的障害教育における 

よりよい授業づくり 
 

 

送 付 先   ：神奈川県立相模原支援学校 学習支援グループ 黄木 行 

送付先 FAX 番号 ：042-778-4957 

 

7／２１日（金）までにお送り下さい。 

＜備考＞ 

日時 内容 参加者氏名 

７/2８

（金） 

午後の部 

13：30 

ことばとコミュニケーションの発達  

 

 


